
 

 

 

胃部内視鏡検査時の鎮静（麻酔）について 

当院の胃部内視鏡検査は基本的に鎮静薬を含んだスプレーを喉に噴霧して行う、

部分麻酔になります。嘔吐反射が強い体質の方については経鼻用スコープを用

いて鼻から挿入すると嘔吐反射が軽減される傾向がありますので、ご希望があ

ればお申し出ください。 

なお、鎮静麻酔（半分眠ったような状態）で行う検査については、以下のとおり

です。 

 

【鎮静麻酔】 

実施日：毎週火曜・木曜 

制限人数：2名まで 

料金：2,200円（税込み） 

行動制限：帰宅時の運転は行わないでください。鎮静麻酔を行ったあとは終日、

お車の運転や、機械の操作、高所などの危険を伴う作業、重要な会議への出席な

どはご遠慮ください。宿泊ドック（伊那市旅館組合提携施設にて宿泊））ご利用

の方は 1日目の終了後と翌朝に宿泊施設の送迎がありますのでご利用ください。 

 

※当院では日本消化器内視鏡学会が推奨する鎮静薬剤を使用し、覚醒を促進さ

せるために拮抗薬を用いていますが、鎮静からの回復には個人差が大きいため、

上記のような行動制限にご協力をお願いしております。また、検査後の鎮静して

いる間は血圧・心拍・心筋酸素消費量をモニタで確認し、看護師が同室で容体を

観察しています。そのため、人数制限を設けておりますのでご承知おきください。 

 

伊那中央病院 健診センター 

令和 5年度 鎮静のご予約について 

 

予約定員に達したため令和 5年度内の受付はお受けすることができません。 

局部麻酔の胃部内視鏡検査は、引き続きご予約可能です。 


